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秋田市中・長期財政見通し

（平成29-38年度）



金額 増減率 金額 増減率 金額 増減率 金額 増減率 金額 増減率

市税 43,274 42,833 △ 1.0 41,441 △ 3.3 41,451 0.0 41,430 △ 0.1 40,669 △ 1.8

地方譲与税等 7,909 8,614 8.9 9,446 9.9 9,346 △ 1.1 9,247 △ 1.1 9,237 △ 0.1

地方交付税 21,199 20,778 △ 2.0 20,348 △ 2.1 20,033 △ 1.5 19,825 △ 1.0 19,773 △ 0.3

臨時財政対策債 5,017 4,944 △ 1.4 4,852 △ 1.9 4,836 △ 0.3 4,835 0.0 4,800 △ 0.7

国庫支出金 21,243 20,039 △ 5.7 20,055 0.1 20,342 1.4 20,158 △ 0.9 19,998 △ 0.8

県支出金 8,567 8,486 △ 0.9 8,323 △ 1.9 8,169 △ 1.9 8,023 △ 1.8 7,885 △ 1.7

市債（臨財債を除く） 4,706 6,813 44.8 6,288 △ 7.7 6,333 0.7 6,403 1.1 6,397 △ 0.1

その他 17,095 14,516 △ 15.1 14,566 0.3 14,447 △ 0.8 14,491 0.3 13,950 △ 3.7

129,010 127,023 △ 1.5 125,319 △ 1.3 124,957 △ 0.3 124,412 △ 0.4 122,709 △ 1.4

義務的経費 65,694 66,284 0.9 65,750 △ 0.8 65,405 △ 0.5 64,329 △ 1.6 63,206 △ 1.7

人件費　　　　　　　 22,290 22,651 1.6 22,204 △ 2.0 22,194 0.0 21,721 △ 2.1 20,975 △ 3.4

うち退職手当 1,975 2,464 24.8 2,186 △ 11.3 2,381 8.9 2,159 △ 9.3 1,633 △ 24.4

措置費 29,244 29,574 1.1 29,592 0.1 29,604 0.0 29,611 0.0 29,621 0.0

公債費 14,160 14,059 △ 0.7 13,954 △ 0.7 13,607 △ 2.5 12,997 △ 4.5 12,610 △ 3.0

うち元金償還 12,684 12,573 △ 0.9 12,468 △ 0.8 12,117 △ 2.8 11,500 △ 5.1 11,093 △ 3.5

経常経費 10,749 10,729 △ 0.2 10,515 △ 2.0 10,304 △ 2.0 10,098 △ 2.0 9,896 △ 2.0

政策経費 53,567 52,732 △ 1.6 51,629 △ 2.1 51,485 △ 0.3 51,357 △ 0.2 51,149 △ 0.4

うち大規模事業以外 47,805 45,570 △ 4.7 45,368 △ 0.4 45,142 △ 0.5 44,983 △ 0.4 44,812 △ 0.4

うち大規模事業 5,762 7,162 24.3 6,261 △ 12.6 6,343 1.3 6,374 0.5 6,337 △ 0.6

130,010 129,745 △ 0.2 127,894 △ 1.4 127,194 △ 0.5 125,784 △ 1.1 124,251 △ 1.2

△ 1,000 △ 2,722 △ 2,575 △ 2,237 △ 1,372 △ 1,542

500 500 500 1,500 1,500 1,500

【基金の状況】

13,746 11,148 8,678 6,540 6,270 5,884財調・減債基金残高見込

28年度
（予算）

29年度(試算)

基金への積戻し等

歳　出　合　計

収支不足額
（財調・減債繰入）

歳　入　合　計

区　　分
33年度(試算)

秋田市中・長期財政見通し

30年度(試算) 32年度(試算)31年度(試算)
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（単位：百万円、％）

金額 増減率 金額 増減率 金額 増減率 金額 増減率 金額 増減率 増減額 増減率

40,659 0.0 40,659 0.0 40,011 △ 1.6 40,091 0.2 40,179 0.2 △ 3,095 △ 7.2

9,227 △ 0.1 9,217 △ 0.1 9,208 △ 0.1 9,199 △ 0.1 9,190 △ 0.1 1,281 16.2

19,617 △ 0.8 19,508 △ 0.6 19,513 0.0 19,400 △ 0.6 19,023 △ 1.9 △ 2,176 △ 10.3

4,784 △ 0.3 4,769 △ 0.3 4,753 △ 0.3 4,737 △ 0.3 4,705 △ 0.7 △ 312 △ 6.2

19,930 △ 0.3 19,703 △ 1.1 19,981 1.4 19,864 △ 0.6 19,995 0.7 △ 1,248 △ 5.9

7,754 △ 1.8 7,628 △ 1.6 7,509 △ 1.6 7,396 △ 1.5 7,289 △ 1.4 △ 1,278 △ 14.9

6,154 △ 3.8 6,136 △ 0.3 6,304 2.7 6,276 △ 0.4 6,098 △ 2.8 1,392 29.6

14,015 0.5 14,062 0.3 13,737 △ 2.3 13,727 △ 0.1 13,662 △ 0.5 △ 3,433 △ 20.1

122,140 △ 0.5 121,682 △ 0.4 121,016 △ 0.5 120,690 △ 0.3 120,141 △ 0.5 △ 8,869 △ 6.9

62,861 △ 0.5 62,693 △ 0.3 62,301 △ 0.6 62,082 △ 0.4 61,618 △ 0.7 △ 4,076 △ 6.2

20,727 △ 1.2 20,673 △ 0.3 20,455 △ 1.1 20,331 △ 0.6 20,084 △ 1.2 △ 2,206 △ 9.9

1,531 △ 6.2 1,706 11.4 1,670 △ 2.1 1,770 6.0 1,770 0.0 △ 205 △ 10.4

29,633 0.0 29,642 0.0 29,654 0.0 29,691 0.1 29,705 0.0 461 1.6

12,501 △ 0.9 12,378 △ 1.0 12,192 △ 1.5 12,060 △ 1.1 11,829 △ 1.9 △ 2,331 △ 16.5

10,957 △ 1.2 10,808 △ 1.4 10,599 △ 1.9 10,455 △ 1.4 10,203 △ 2.4 △ 2,481 △ 19.6

9,699 △ 2.0 9,505 △ 2.0 9,314 △ 2.0 9,128 △ 2.0 8,946 △ 2.0 △ 1,803 △ 16.8

50,958 △ 0.4 50,834 △ 0.2 50,741 △ 0.2 50,559 △ 0.4 50,386 △ 0.3 △ 3,181 △ 5.9

44,644 △ 0.4 44,460 △ 0.4 44,290 △ 0.4 44,141 △ 0.3 43,997 △ 0.3 △ 3,808 △ 8.0

6,314 △ 0.4 6,374 1.0 6,451 1.2 6,418 △ 0.5 6,389 △ 0.4 627 10.9

123,518 △ 0.6 123,032 △ 0.4 122,356 △ 0.5 121,769 △ 0.5 120,950 △ 0.7 △ 9,060 △ 7.0

△ 1,378 △ 1,350 △ 1,340 △ 1,079 △ 809

1,500 1,500 1,500 1,500 1,500

5,688 5,534 5,413 5,565 6,050

H28-38

（平成28年３月試算）

37年度(試算) 38年度(試算)36年度(試算)34年度(試算) 35年度(試算)

- 2 -



- 3 - 

 

１ 中・長期財政見通しの意義と目的 

(1) 中・長期財政見通しの意義 

   本市の中・長期財政見通しは、平成２８年度当初予算を基礎として、今後見

込まれる歳入歳出の増減要素を一定の条件のもとに推計し、２９年度から３８

年度までの１０年間における財政の姿を試算したものです。 

中・長期財政見通しの作成に当たっては、「新・県都『あきた』成長プラン」

（第１３次秋田市総合計画）や「新・県都『あきた』改革プラン」（第６次秋田

市行政改革大綱）との整合を図っています。 

 (2) 中・長期財政見通しの目的 

  ①中・長期的な財政収支の見通しを明らかにすることにより、将来に向けた課

題と対応を把握するとともに、財政運営の健全性を確保するための指針とし

て活用します。 

  ②「新・県都『あきた』成長プラン」に掲げた施策・事業を実施するうえでの

財源的根拠とするとともに、「新・県都『あきた』改革プラン」に位置付けた

財政健全化の目標達成に向けた取組を明らかにします。 

  ③市民に対する財政状況の情報提供手段の一つとします。 

 (3) 財政見通し作成の前提条件 

  ①一般会計の２８年度当初予算をベースとします。 

   ②現行の税財政制度および社会保障制度によることを基本としつつ、今後予定

されている制度改正等については、現時点で把握しているものを可能な限り

反映させています。 

 

２ 中・長期財政見通しの内容 

(1) 歳入歳出の推移の見通し（29-38年度） 

   歳入は、根幹を成す市税のほか、地方交付税・臨時財政対策債や市債等も減

少傾向にあり、歳入全体として減少していくと推計しています。 

   歳出は、大規模事業以外の政策経費はほぼ横ばいで推移するものの、義務的

経費、経常経費が減少すると見込んでおり、歳出全体として減少していくと推

計しています。 
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 (2) 歳入の推移の見通し（29-33年度） 

  ①市税 

     ２８年度以降は、個人市民税の給与所得控除見直しや法人市民税の税率引下

げなどによる税制改正の影響を見込むほか、経済の回復基調による増収を反映

しています。また、人口減少の影響や地価の下落が見込まれることから、市税

は総体的に減少傾向にあると見込んでいます。 
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  ②地方交付税・臨時財政対策債 

     国の地方交付税総額の減少や本市の合併算定替終了の段階的縮減の影響によ

り、減少を見込んでいます。 
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③市債 

     ２９年度以降、施設整備・改修等の事業量に応じて、ほぼ横ばいで推移する

と見込んでいます。 

0

20

40

60

80

100

120

140

28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 33年度

47 

68 63 63 64 64 

50 

49 
49 48 48 48 

97 

117 
112 

111 112 112 

合計

臨時財政対策債

通常債

億円

市 債

 
 

 (3) 歳出の推移の見通し（29-33年度） 

①人件費 

退職手当による年度ごとの増減はあるものの、人件費全体としては、減少を

見込んでいます。 
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 ②措置費 

生活保護費や障がい者保護費の増加のほか、私立保育所等への給付費につい

て、給付額の公定価格の上昇等による増加を見込んでいます。 
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 ③公債費 

臨時財政対策債の償還額の増加が見込まれるものの、大規模事業等の償還が

概ね終了することなどにより、減少を見込んでいます。 
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④経常経費 

   ２９年度に消費税率の引上げ等による増加を見込む一方、３０年度以降は前

年度比△2.0％として見込んでいます。 
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 ⑤政策経費 

    大規模事業以外の政策経費は、事業の終了や人口減少などの要素はあるもの

の、市民生活に必要なサービス水準を維持しつつ、新たな市民ニーズにも対応

するため、事業費をほぼ同程度と見込んでいます。 

また、大規模事業についても、２９年度以降、同程度で推移すると見込んで

います。 
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(4) 基金残高の見通し（29-33年度） 
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(5) 市債残高の見通し（29-33年度） 

臨時財政対策債の残高は一定程度増加する見込みですが、臨時財政対策債以

外の残高は今後着実に減少することから、総体的に市債残高は減少していく見

込みです。 
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３ 今後の財政運営 

  毎年度、収支不足が発生することから、歳入の確保はもとより、すべての経費

にわたり徹底した精査を行うなど不断の努力により、歳入規模に見合った歳出構

造を堅持しつつ、市民サービスの向上と財政健全性の確保を両立させる必要があ

ります。 



- 9 - 

 

【用語解説】 

 

合併算定替 

市町村合併後の一定期間に限って、普通交付税の額が合併前の状況における

額より減少しないようにするための特別な算定方法のこと。 

本市の場合、合併後 10 カ年および段階的移行期間５カ年（27～31 年度）に

おいて適用される。 

 

合併特例債 

市町村合併後の地域振興や旧地域間の格差是正などのために起債できる地方

債のこと。 

合併後 10 カ年に限り、市町村建設計画に基づく事業の財源とすることができ

る。 

 

投資的経費 

道路や橋りょう等の基盤整備、学校や公営住宅等の公共施設の建設、災害復

旧費など社会資本の整備に要する経費のこと。 

 

措置費 

生活保護費や障がい者保護費、私立保育所等給付費、児童手当等、法令で定

められた義務的な社会保障関係経費のこと。 

 

公債費 

市債の元利償還金や一時借入金の利子のこと。 

 

経常経費 

各施設の維持管理費や各課所室の事務費、各種システムの保守管理費等の経

常的な経費のこと。 

 

政策経費 

大規模事業以外の政策的な経費のこと。 

 

 大規模事業 

   中・長期財政見通しの作成に当たり、現在、実施に向けて予算措置や構想・

計画策定等がなされているもののうち事業費総額５億円以上の事業を見込んだ

もの。 
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